














A STUDY ON OPERATIONAL SOFTWARE RELIABILITY PREDICTION 








This study discusses prediction methods of software failure occurrences which are caused after software 
development. We analyze the actual data sets collected from the real software development companies by 
applying several regression methods and a neural network model. The data sets consist of quantitative data 
and qualitative ones. We compare the prediction performance of the operational software reliability by 
using these methods and data sets. In particular, we consider whether qualitative data sets can be used for 
the software reliability prediction. 































































































 データセット A1は 191件のプロジェクト，データセッ









表 1 データセット Aの説明変数項目一覧 
5004 SLOC実測値 SLOC 
















 データセット B1は 477件のプロジェクト，データセッ
ト B6は 86件のプロジェクトを含む． 
 





201 業種 1 
308 アーキテクチャ 1 





は 477件のプロジェクト，データセット C6は 86件のプ
ロジェクトを含む． 
 
表 3 データセット Cの説明変数項目一覧 
103 開発プロジェクト種別 
201 業種 1 
308 アーキテクチャ 1 







































































表 4 ロジスティック回帰分析による予測結果 
データセット 的中率 予測値≧実測値 
A1 70.1% 79.5% 
A6 61.0% 80.0% 
B1 68.8% 82.0% 
B6 60.4% 82.4% 
C1 58.9% 82.6% 















表 5 データセット B1におけるニューラルネットワーク 
(隠れ層のノード数【5】)の予測結果 
実測値 予測値 割合 
データセット B1 不具合発生あり 不具合発生なし 
不具合発生あり 90.9% (30) 9.1% (3) 
不具合発生なし 1.6% (1) 98.4% (61） 
 
データセット B1に関して，的中率のみに着目すると，隠
れ層のノード数 5において最大 95.8%であった． 
 
表 6 データセット C1におけるニューラルネットワーク 
(隠れ層のノード数【8】)の予測結果 
実測値 予測値 割合 
データセット C1 不具合発生あり 不具合発生なし 
不具合発生あり 75.8% (25) 24.2% (8) 
不具合発生なし 16.1% (10) 83.9% (52) 
 
データセット C1に関して，的中率のみに着目すると，隠














表 7 データセット A1におけるニューラルネットワーク 
（隠れ層のノード数【7】，【10】）の予測結果 











90.9% (10) 0.0% 9.1% (1) 
不具合数
10以上 
0.0% 100.0% (2) 0.0% 
不具合発生 
なし 
0.0% 0.0% 100.0%(25) 
 
表 8 データセット A6におけるニューラルネットワーク 
（隠れ層のノード数【3】）の予測結果 











100.0% (5) 0.0% 0.0% 
不具合数
10以上 
0.0% 100.0% (2) 0.0% 
不具合発生 
なし 
25.0% (1) 0.0% 75.0% (3) 
 
表 9 データセット B1におけるニューラルネットワーク 
（隠れ層のノード数【10】）の予測結果 











88.5% (23) 0.0% 11.5% (3) 
不具合数
10以上 
14.3% (1) 57.1% (4) 28.6% (2) 
不具合発生 
なし 




表 10 データセット C1におけるニューラルネットワーク 
（隠れ層のノード数【10】）の予測結果 











65.4% (17) 3.8% (1) 30.8% (8) 
不具合数
10以上 
14.3% (1) 57.1% (4) 28.6% (2) 
不具合発生 
なし 












A1 18.9% 67.1% 81.7% 
A6 6.7% 28.5% 66.2% 
B1 31.0% 53.5% 80.1% 
B6 43.0% 51.8% 74.4% 
C1 25.6% 51.6% 80.7% 















A1 39.8% 66.0% 79.0% 
A6 8.3% 28.5% 64.4% 
B1 35.9% 51.8% 80.3% 
B6 44.2% 49.4% 74.4% 
C1 31.9% 52.6% 79.5% 




分析と同様，不具合現象数が 0 または 1 のプロジェクト
が的中率の大部分を占めていた． 
（５） ポアソン回帰分析と負の二項回帰分析の比較 











データセット B1 における予測値と実測値の関係を示す． 
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